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各日とも10:00～17:00まで（・Ｍ開M 9:30~）

京都大学稲盛財団Ｅ念館３階大会議室

Ｓｅｅ・・ｌ・・ｅｅｌｌｅ・・・ｅ・・Ｓ・・ｅ・・Ｓｅゆ９ＳＩＳｅゆ・ｅ・・ｅｅａ●・ＳＳＳ

現代の社会には,人を支えることを仕事としている人たちがたくさんいます.中でも、

敦育やＫ療の現場で働く人たちは,子どもやお年寄り,病気の人やを体の不自日ﾖな

人たちが安心して暮らせる社会の,一番の担い手でもあります.そして,支える人た

ち自身も元気で健やかに毎日をきごせることが,私たちのめざす日本社会の姿では

ないかと考えます.京都大学こころの未来研究センターでは,こうしたぢえのもとで

[支える人たちがえ気になる学びの場]を作ることをそ想し,2013年から「こころも」

を回講しています.医療専ｎ職のためのこころ塾2015は,３日間コースで実施します。

多数のそさまのご参力Hをお待ちしています。

ｅ・・ｅｌｅ・Ｓｅ・・・・ｅ・・・ｅ・・・・・・・・・・ｅｌｅａ・Ｓ・・Ｓ・・ｅ・ＩｌｅｅＳ

定　　　　員:100 45 （串２による先着J）ln）・ｔａになりま第,締め4jらせて111きます。

参加資格:◇搾察療ま１,ｌ享療ま士,ほ床七ヽミ士,き話聴Ｗ１の奥社Ｒほが3年な上の方

◇３日間を日参加できる方

情Ｓ交換会費:1,000 FﾖＸ３日（初日に集めます）

・ｅｅｌｌｌｌｅ・ゆ・・・・ＳｅＳ・ゆ・ＩｅＳｅＳＳ・・ｅｌｅＳあ・・ｅＳｅｉｅｅｅ・１・ａ

主催:京都大学こころの未来研究センター

共催:京都犬学医学研究科脳機能リハビリテーション学分野発達璋害系研究室

⑤ 京都大・　KogoRORESIARCHCENTIR･Ky070UNlyER5ln
－
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医療専門職のための

こころ塾2015

プログラム

９：３０～ 受付開始

支える人の学びの場

10:00～12:00　1義①ｌｉａ６(Ｓ手rｌｇＲ大ｉＪｌｙ・･・ａ／京Ｓ大・･ＩＭ・19)

12:00～13:00　g食
●●4●●t●･●●s･S41●●●I●●●●●I1●●●●4S●●11●●llt●●●･争･●●

13:00～14:30　ほ義②ゲストj回
l●●●●●●●●●･●l●S●●●●●●●11●●●●S●●●SI●●●14●●●●･IS･●●

14:40～15:20　事1夕U報告
●l●●●●●●l●●S●Ss11●●11●●●●114ゆI●●●●111●●●●l●回●S･●･

15:30～16:00　グル一プディスカッション
●●●●S●●●●SS回1S●●●l●●●●●●●●●●IS･か●●●●●●●●●●●ll･･●1

16:00～17:00　講師とのＱａＡ

1198日(日)

・『認知,感情と身体性:感情の役割とその神Ｒ機構』

乾敏郎(・手r9キ院犬きらミツきB･おＲ／京都大学･ﾆらきＲ授)

・『実行系i圭きと自ご統制のメカニズムとその発達･障害』
熊日ﾖ孝恒(京Ｓ犬学情報ｙＭ究科･教授)

・事例報告寺・Ｗ樹(埼ﾐ五県か)ミＥ療センター･作業療さ士)

１１月21日（土）

・『言Ｓ･非き語コミュニケーションの神経機構』

乾敏郎（・手r9学Ｒ大学ふミツＳＪＲ／京都大学･Ｓま教・）

・『「治す･つきあう」のバランスとそのま援』

船曳康子（京ｉ大ツ人問･環境学ほ１れ･ｔタＲ）

・事例報告草Ｆ佑介（京・大学ＥツＳＭ属病Ｒ･作ま療ぶ土）

１１ Ｊｉｌ ２９ 日（日）

・『まも感ＭとＲまほ害』

乾敏郎（追手r9学院大す心理学部･教授／京都大学･ご呂ま教授）

・『地域に根Ｍく子どものＲ４ま援:奥践と研究の一ｲ本ｲﾋ』

松見淳子（関回学院大学文学部･教授）

・事例報告小松則ｔ（ｌﾀH県身心障害者コロニー中夫病院や９療うきｔ）

１１回・・・
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１ 申し込み方法

－7 ・　E-mailでお中し・みください.搾もにFこころ12015E療４rl申１」
と明記し,必要事項を記入のうえ,お送りください。

必要事項

①Ｒも（ふりかな）②所属夕も③ａａ④Ｕａ年数

⑥返信ｉメールアドレス⑥ｉＳＩｶ機･ｉ講のきっかけ

⑦こころＵで学びたいこと･講師への質問など

「

※⑥⑦は簡単にごＥ入いただければＳ構です。
※受信後,こちらから受付のメールをおきりい
たしますので,下２アドレスからメールか９けＲ
れるよう受信Ｒ定をお願いいたします。

連絡先／串込先

京都大学稲盛財団記Ｓ館３階大会議・　京Ｓ大学こころの未来ａｌセンター
(京・市さ京区吉田下阿・町46011璃近衛南東角Ｄ　ﾘﾆ［ソンオフィス(平日9ほ～174)
http://kokorｏ.kyｏtｏ-ｕ.acjp/jp/ａｂｏｕt/ａｃｃｅｓｓ,htｍｌ　Ｅ-mail:kokorｏ-ｍｅｍａｉｌ２.ａｄｍ.kyｏtｏ-Ｕ.ａＣjp
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2015.10.17(土),10.24(土),11.7(土)
各日とも10:00～17:00まで（・や1開S白9:30~）

京都大学稲盛財団記念館３階大会議室

・・ＳＩゆ・・ＳＳｌａｌｅ●・ｅ・ＳＳＳｅｌ・・・・ＳＩＩＳ９●ｅＳＳｅｌｅ９・ＳＳｅｌｅ・

ち

ぬ　心

現代の社会には,人を支えることを仕事としている人たちがたくさんいます,中でも、

お育やＫ療の現場で働く人たちは,子どもやお年寄り,病気の人や身体の不白ぼ]な

人たちが安心して暮らせる社会の,一番の担い手でもあります.そして,支える人た

ち自身も元気で健やかに毎日をjaごせることが,私たちのめざす日本社会の姿では

ないかと考えます.京都大学こころの未来研究センターでは,こうした考えのもとで

「支える人たちが元気になる学びの場」を作ることを発想し,2013年から「こころ塾」

を開講しています.先生のためのこころき20圭5は,３日Ｍコースで実施します.多数

の皆さまのご参加をお待ちしています。

ｅａｌｌｅＳｅ・●ゆ・・・９ｅｅｅＳ・・・・ｅｅＳＩ・・・・ｅｅｅｅ・・ｅｅ・・ｅＳｅ・・ｌ

定 ｎ： １００ ４５ （串２による先囃JI回）ｉｔａになり;な第,締めiJらせて１きます。

参加資格;◇学校教iiおよび教育関係の仕事に就いている方

◇３日間を日参加できる方

情報交換会費：１,０００ ＦＲ Ｘ ３ 日（初日に集めます）

・・・ｅｌｅｌｅｌｅｅｅｅｅＳＳｌｅ・・ｅｅＳＳｅ・１９ｅｅｅｅｅＳＩＳ・・ＳＳＳｅ・・・Ｓ

主催:京都大学こころの未来研究センター

すtセ:京都大学Ｅ学研究科脳機能リハピリテーション学が野発遅障菩系研究室

⑤ 京Ｓ大学　gOKORORESEAaCMCfNTIR･KyOTgUNIVERSlyy
－
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先生のための

こころ塾2０15 支える人の学びの場

プログラム
･●●●●●●1●SIS●Sや1●●嘘●1●●●●●●●●●●●SS●S●●I●●●●●●●●●●l●●･l･●l●●●●●●●●●●j●S回s●●･●●●l●●19●●●s

9:30～　　　　受付開始
11●I●●●●●●●●●s●●●1●●●●●●119●●●a･1争ISIS●●●●●●t●¶･●回●Ss●●●e●●●●l●●●喝S●●●●lを回･嘘IS●1●●●●●●1

10:00～12:00　講義①乾敏Ｓ(追手ｒＷＲ大学心・学部･ＲＲ／京都大学･１誉お授)
i●●S●●●●l●●･●●●･l●S●●●1●●●●●●●l●･●●S●･●●●●●9●●ll●●●●●●s4S●●l●●●●●●●●●l●回･s争s･･･････I･･･

12:00～13:00　a食
F･1･SIit･･････S･･･11141111111111111や･94S･････1･･･9･････参回･･･ゆ･･･････････l･･･y･･･ll･････

13:00～14:30　ほ義②ゲスト講師
I･●●4●●･そ●●●●l●●●pや●･l･4･●1●●●●･l････IS･･i●●●●●11●●●●l･･llSIS･･を●11●●●11●●･･4S141●●●l●●

14:40～15:20　実践報告

・１・Ｉ・・・・・・・・・回・ｄ・１・・・・・・ＩＩＳ・・・Ｓ・１●ＩＳＩＳ・・・・・・Ｓ・・・・回・Ｓ回・ｄ・Ｓ・・・・Ｉ・・・・回・・・・ｌｉ回・ｄｌａ・１・・・・・・ｌ回Ｓ

15:30～16:00　グループディスカッシコン
Ｓ●ｅ

16:00～17:00　講師とのＱａＡ

・回ｌ・・・ｄ・・

Ｉ・１・・ａ・

・・回・●

１０ １１７ 日(土)

・『Pﾖ４なコミュニケーションを支えるＭ椴構』

乾敏郎(追手r9ネ院犬学心ミキ部･お授／京都大学･名誉おＲ)

・ｒ「社会せ」という観点から心の健康について考える』

村井悛哉(京都大学Ｅ学研IF↓･R19)

・実践報告/」り11a7う「京か大学人Ｗ環境ツ研究れ･曰本学術振Ｒ台RSI」ほ究員ＰＤ)

ｍね綾菜(・｜県心身障害者コロニー発・障害ほ１所･リサーチレジデント)

10924日（土）

・『回知機・の発まとそのSFﾒ9機・』

乾敏郎（追手rlず院大ツ心lm学部･教授／京お犬学･Ｓ誉お授）

・『子どもたちのむを紳るもの:「イツメン（いつものメンバー）」と「ばっち」から考える』
岩宮恵子（たｷR大享教育学部･教19･ｉぽ心・士）

・■践報告加■寿宏（京都大学Ｅ学研究Ｗｔ敦回･搾業療さ士）

1117日（土）

・『体で学ぶ神Ｒ銕構:潜在学習』

乾敏郎（追手rn学院大ず心ミ学Ｓ･おＲ／京都大学･ぞをまli）

・『ＸＨ･考える･つながる縦業づくり一目からウロコの教材･ｔｘ－』

村上Ｑ也（キミヤーズＳ･・jき）

・実践報告高ｍ４平（奈良県Ｅ台リハビリテーションセンターや業療5きナ）
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1. 串し込み方法

7 ・　Ｅ-mailでお中し1ムみください.件もににころM2015教員申1！」
と明記し,必要事項を記入のうえ,お送りください。

必要事項

①氏ち（ふりがな）②所属夕も③Ｒ９年き

④ほ信ｉメールアドレス⑤受請1ｶ４･ｉ講のきっかけ

⑥こころＭでやびたいこと･講師へのＷＭなど

・⑤⑥は簡単にご２入いただけれぱ結構です。

ぶ受信を,こちらから受付のメールをお叉！りい

京Ｓ大学稲ａ財回ＥＳＳ３階大会議ま

たしますので,下記アドレスからメールが受け取
れるよう受信R7Eをお願いいたします。

ｌ絡5t／串;き先

京都大学こころの未来研究センター

[京Ｓ市Zf京Ｓ吉E日下阿・1146 1JII端li衛南ま角1]リエソンオフィス(７日9M～1714)
－　=aふ

http:/ykokorｏ.kyｏtｏ-ｕ.ａｃ,jp/jp/ａｂｏｕtﾉａｃｃｅｓｓ.htｍｌ　Ｅ-mail: kokorｏ-1＠mail2.ａｄｍ.kｙｏｌｏ-ｕ,ａｃ.jp
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2015年9J≡15日(土)9:50～17:00(匹目四ゆ間94~)
■:1ﾋ大ゆ片平さくらホール

定

参

※参加費：無料

員：1001（ゆiaによる5もきｊｌ）ｉｔｉになりまｉ,締め｛lらせてI回きます。

力口資格:教育やＥ療にＭ・するｲ土事に就いている方はどなたでもご参加いただけます。

現代の社会には,人を支えることを仕事としている人たちがたくさんいます.中でも,敦育や医療の現

場で働く人たちは,子どもやお年寄り,病気の人や肖体の不白ｍな人たちか安七ヽして暮らせる社会の、

－香の担い手でもあります.そして,支える人たち自身も元気で健やかに毎ロをきごせることが,私た

ちのめざす日本社会の姿ではないかと考えます.京都大学こころの未来研究センターでは,こうした

考えのもとで「支える人たちが九気になる学びの場」を作ることをを想し,2013年からにころ塾」を

開講しています. 2015年度は,下記の要領で「支える人のための学びの場こころ塾2015仙台」を

実施します.ｊ数の皆様の串i乙みをお待ちしております。

●　●　●　●　●　●　ｅ　・　●　・　・　●　●　ｅ　●　ｅ

プログラム
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９：５０～１０：００挨拶吉JII左紀子(京・大享こころの未来ｉＲセンター･センター113

１０：００～１１：３０講・「自ｌｔのＲき41序とｇ感ほ害の・内・・」

乾敏郎（追手門学院大学心ミ学部･教授／京那大学･名誉教授）

１１：３０～１２：５０休憩※会場内では飲食ができませんので,学食や近隣のむ食店をご手|」用ください、

１２：５０～１４：００ １ １ ［サル真ｇを・えてーヒトの社会･ほ認肖1のＳｊｔＳ］
明和政子（京都大学教育学研究科･教授）

１４：２０～１７：００事例報告と討議

嶋谷和之(大阪市ぞ生療育センター･作業療２ｔ)・加藤寿宏(京都大学Ｅ学研究科･准教授･作業原法士)
松Ｒ佳苗(京都大すＥ学研究科･助ミ･作業療法士)・乾敏郎・明和政子･吉川左紀子(司会)

申しlaみ方法

E-mail: kokorｏ-ｓｅｎｄａｉｅｍａｉｌ２.ａｄｍ.kｙｏｌｏ-ｕ.ａｃ.jp
件ちにFこころ塾2015仙台串・」と明記し,必要事項をaa入のうえ,おをりください。

必要事項

①Ｒも（ふりがな）②ご職業

③ほ信丿目メールアドレス④ｉ・ま力４･ｌほのきっかけ

⑥こころ塾で学びたいこと･講ａへのＷＭなど

※④⑤は簡単にご記入いただければＳ構です。

※・付後,こちらから受付のメールをおぎりいたしますので,上Ｅアドレス
からメールが受け取れるよう受信設万rをお願いいたします。

圖
Pｅａtiｘ:

http://kokorｏ･ｓｅｎｄａｉ-2015.ｐｅａtiｘ.Ｃｏｍ/
上記サイトからのお申込みも可能です。

連絡先／串i!先

京都大学こころの朱来研究センターリエソンオフィス（平日９ほ～17ほ）
Ｅ-maij: kokorｏ-Sendai＠mail2.adm.kyｏtｏ-u.ａＣ･Jp

東北大学　片lzさくらホール
（宮城県仙台市青葉区片平2・1－｜）

htlp://www.tohoku.ａC･jp/japanesｅ/
profile/Campus/01/katahjrａ/ａrｅａｅ.htmF

主｜:京Ｓ宍すこころの未来ｇ只センターｇｌぶＳ大享ｉ学ほ大れｌｌｌリハビリテーションきおＦ只４ＳＩ奈Ｍ只ｌｌｉ：ｉ七大７文享Ｆ究ねむｌきＭＥｉ

⑤ 京Ｓ大学　KOKORORESEARCHCINIER･KynTOUNIVER51Ty
- －

こ ろの末来研究センター
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